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毎年 2 月と 3 月に行う町民公開の歴史講座を今年も開催しました。2 月 14 

日（土）の講座(Ⅰ)は、「盛岡藩校作人館」と雫石とのかかわりについて＜近 

世こもんじょ館＞の工藤利悦( としよし) 館長が講義しました。工藤氏は「雫 

石への学田創設までには盛岡藩の藩学振興の長い歴史があった。」と、藩内の 

諸情勢について話しました。会員 16名と町民合わせて 24人が受講しました。 

                ✿ 

 また、3 月 15日（日）の講座( Ⅱ) は「小日谷地ⅠB遺跡発掘調査から見え 

てくるもの」と題して、平成 11年からこの発掘調査に携わってきた雫石町 

教育委員会社会教育課の柴田慈幸（やすたか）主任がたくさんの画像を使っ 

て、その成果について語りました。この日は 34人（うち会員 20人）が出席 

して＜1,000 年続いた当町最大級の縄文集落＞の話に耳を傾けました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

         

 

  1 ─ ╩ 14 ( ) ⅛╠ ≢ ⇔╕⇔√⁹ 

↓─ ⱴ│₈כ♥─ ₐ ₑ≤ ₉⁹ │ ↓╙╪

∂╞ ( 盛岡)  

─ （写真左）≢⇔√⁹ 

当初、当会が計画したテーマは「盛岡藩校『作人館』を支えた雫石の 

米」でした。これは、雫石町史Ⅰに記載されている――「盛岡藩の藩校 

( 藩学ともいう) 『作人館』の運営費には雫石通り六カ村の年貢米のうち 

 

講話に聞き入る受講者たち(2・14) 
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から三千石を割いて充てていた。またその米を作る作人館領「学田」の 

農民たちには、「領百姓心得」を守り、他の百姓の模範となるよう指示が 

出されていた（詳細別記）」ことに着目したもので、雫石と作人館の関わりをもっと深く 

知ろうとこの時代の盛岡藩政に詳しい工藤利悦氏を講師にお願いして開講したものです。 
                  ◆ 

 工藤講師は各種の歴史資料を基にＡ４版 18 ページの資料を作成して講座当日の出席者 

に配付し、自作のパワーポイント画面を使って講義を行いました。 

なお、当日配付資料は、欠席者に対しても４月２５日(土)の定例総会の席上で配ります 

ので、詳しくはそれをご覧ください。 

 

    ₈ ₉│ ─ ≢ ⌐ ™  

 工藤講師は――藩校「作人館」が開設されたのは藩政末期のこと 

で、それ以前から盛岡藩内では学問が奨励されていた。――として、 

尚武尚学心が強かった２代藩主重直が寛永 13(1636)年に盛岡城内御 

新丸に開設した＜文武所（御稽古所）＞が「藩学」の始まりだった 

と解説しました.                         ₒ ה ₓ 

これは尾張・名古屋藩が開設した「学問所」に次いで全国諸藩の中で二番目の早さとさ 

れており、工藤講師は「盛岡藩の学問奨励の熱心さがうかがわれる。」と評価しました。 

 以下、講義では慶応元(1865)年に発足した藩学「作人館」に至るまでの経緯とその当時 

の学問に対する諸情勢について次のように説明しました。 
 

 

「藩学」とは、藩主が藩士の人材育成を目的として開設した学校のことである。 

 諸藩は当初幕府の学制を模倣し、藩士個人の武術と教養の向上に力を尽くしたが、 

 次第に実学主義、つまり治国安民のための教育と、藩士は庶民の模範となるよう 

徳を積む、教育方針に切り替えていった。そのような方針で設立された藩校は、 

基本的には士分の者の学校であり、庶民を受け入れる学校ではなかった 

                       （「日本教育史資料集」） 
 

  

「藩学」の始まりは、名古屋藩（尾張徳川家、６２万石）が開設した「学問所」 

 とされている。確かな年代は不明であるが寛永年間(1624－44)という。二番手は 

 盛岡藩(南部重直、１０万石)、寛永１３(1636)年に盛岡城内御新丸に開設した文 

 武所(御稽古所)と伝えている。          （「日本教育史資料集」） 
 

 上記資料により集計した東北諸藩の藩校創設時期一覧表には、東北では盛岡に次 

いで、順に会津（28 万石）、米沢(15 万石)、仙台(62 万石)の藩名が出てくる。 
 

   
  

     ─  

 ・寛永 13(1636)年  藩主南部重直、盛岡城御新丸に文武所を興す。 

 ・元文  5(1740)年  御稽古所を東中野村八幡宮向いの角屋敷に移転。八幡町御 

稽古所という。 

 ・明和  8(1767)年 御稽古所を仁王村三戸小路に移転。三戸町御稽古所という。 

 ・天保 13(1842)年  御稽古所を充実して明義堂と命名す。 

 ・慶応 元(1865)年  明義堂を拡張して作人館と称す。 

 ・慶応  3(1867)年  作人館に学田を付属す。 

 ・明治  2(1869)年  作人館一時休校す。 

 ・明治  3(1870)年  盛岡県学校として再興す。 

 ・明治  5(1871)年  県学校の廃止に伴って廃校。 
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           作人館跡に仁王小学校の前身「第一番小学校」が開校される。 
 

 
 

     ─ Ν ╩ ╡ ↄ ⌂ √∟  
  

上記のように、早くから藩の学問所が設置された背景には、初代藩主南部利直、重直 

親子、さらには 3 代重信の幅広い人士との交流によって、他家からの召抱え、幕府から 

の「お預け人」など有能な人々が盛岡藩に集まったことが挙げられる、と工藤講師は指 

摘し、その経緯を次のように説明しました―― 
 

 

水戸公と親交があった利直、江戸屋敷生まれで幼少より才知の人士に取り巻かれ 

て尚武尚学の心が培われていた重直の回りには有能な人士がたくさんいた。特に 

利直の内室で、重直の母である源秀院は名家蒲生家の出身であり、南部藩では利 

直の代から蒲生家の侍を召抱えており、蒲生家断絶後、重直の治世にはさらに多 

くの蒲生家の人士を江戸で召抱えた。」 

（工藤講師は、当日資料ではこれらの人々を列記して紹介しているがここでは省く。） 

 

 
 

さらに、次の重信の代には朝鮮通信使をめぐる国書改ざんの罪でお預け人として 

盛岡に配流された対馬藩の僧玄方を受け入れて『方長老』と呼んで厚遇し都の文 

化などを取り入れた。重信はまた、五代将軍綱吉とも良好な関係にあり、藩主に 

なる前であったが、幕府の意を汲んで九州福岡の黒田藩の御家騒動で罪人（御預 

け人）となった栗山大膳、子の大吉、同吉次郎親子を丁重に受け入れ、特に儒学 

の興隆を図った。  β ⌐≈™≡│ 33 ≢  

 

 幕府公認の「参考諸家系図」によれば、重直(10 万石)が 34 年間の在職中に召 

抱えた諸士の人数は 199 人（内百石以上 91 人）、重信(八万石)が 28 年間の在職 

中に召抱えた諸士の人数は 485 人（内百石以上 126 人）の多くに上る。 
 

 

 

 ＜改めて…＞ ─  
 寛永 13(1836)年   盛岡城内に「新丸稽古所（文武所）」を興す。 

 元文 5(1740)年  志家村八幡社境外の角屋敷に移転す。 

 明和 8(1767)年   仁王村三戸町に移転す。 

 天保 13(1842)年    三戸町御稽古所に初めて名前を付け「明義堂」と称す。 

          安政 5(1858)年 江帾五郎（後の那珂五郎通高）を教授に 

          迎える。＜那珂五郎は維新後は文部省に出仕し、御用掛を 

          もって没した＞ 

 文久 2(1862)年  藩主利剛新たに一学校を建築し「明義堂」を廃し「作人館」 

           と称す。藩主利敬、江戸より下田三蔵を召して教授に任用。 
  

 

        ⌐ ⅜⅛↕╖⁸ ─ ┼ 

 寛永年間、城内の御新丸に文武所を設置して以来、それ相応の維持管理、運営費を要し 

ていたが、三戸町御稽古所時代ごろまでは年間費用約二百両程度でした。天保 13 年名称 

を明義堂とし建物を改修、内容も拡大した結果、年間五百両余の経費となりました。しか 

し、この頃はまだ、別に徴収する財源を設けず全額藩の「藩庫（一般会計）」から支出し 

ていました。 

その後文久 2 年、藩主利剛が明義堂を廃し（実質的には敷地を拡張）、「作人館」を開き 

（改称し）、文武共に大いに力を入れました。 
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新たな作人館は、館内に文学の＜修文館＞、武術の＜昭武所＞、医術の＜医学所＞を置 
 

 

き、生徒数は 700 名の多くに上り、寄宿舎に藩費生 100 人、私費生 100 人を養成すると 

いう大所帯になりました。 

結果、費用も増加し、年間二千両という莫大な経費に膨れ上がったのでした。 

 この時、勘定奉行の奈良宮司（みやじ・号は養斎）が――南岩手郡の内上野、御明神、 

西安庭、繋、雫石の六村の地 3,000 石分を「作人館維持の財源」としての「学田」にする 

ようを建言、実施したのでした。 

  しかし、残念ながら実態は次のようなもので、「学田」からの収益を見込んだ施策は、 

 効果を上げることはできなかったようです。 
 

 

慶応 2(1866)年、南岩手郡のうち、上野、御明神、西根、西安庭、繋、雫石の 

 6 村の地三千石分を「作人館・学田」として、その収入の金穀を以って校中の費 

 用悉く皆これを支弁せり。然れども、学田出す所の金弐百八十両、米二千四百六 

 十俵（三斗七升入）、内藩費生の扶持六百俵を引去り、残り千八百六十俵を時相 

 場（一俵に付き金三分）を以って金に換ゆれば千三百九十五両に、前の金額を合 

わせて千六百七十五両に過ぎず、而して藩費雑費、自費生賞典費、営繕費、書籍 

筆墨紙、武術稽古道具、医学器械、鍋釜膳椀、薪炭等の買入代合せて千五百六十 

八両にして、其の除する所僅か百七両なり、故に文武教員役料の如きは、尚ほ藩 

庫より支給せり。           （「日本教育史資料」明治 23 年刊） 

 
 

  工藤講師は、さらに₈ ₉─ ⌐≈™≡次のように語りました。 

――せっかく全国諸藩の中でいち早く学問の奨励を行い、文化面での興隆が図られた盛 

 岡(南部)藩だったが、幕末になって藩校の財政負担の増大という課題が生じ、さらに戊辰 

戦争での敗戦なども加わり、最後は、県学校として全国同一の教育制度に組み込まれてし 

まった。しかし「盛岡藩学」の足跡と功績、特に＜数多くの優れた人材輩出＞はまさに歴 

史に残ることであり、このことは県民等しく認めるところである。―― 
 
 
 

       

   ḫ ̸˲ ᷂  Ģ ＜盛岡市中央通り・北日本銀行本店西隣り＞ 
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                                                        ( ╟╡)  

 

 

 ǤǞǭĢĢ「作人館と雫石の関わり」について、工藤講師は―― 
 

学田の建言者である奈良宮司が「学田を雫石通りに設定した理由」について、 

 奈良宮司自身も繋村に知行地があるなど、雫石通りに関心も知識もあったと思う 

が特に深い意味があったとは思われない。実際に雫石産の米の現物 3,000 石が充 

当されたわけではなく額面上の措置。おそらくは、単に盛岡城下に近い場所とい 

うことで「雫石通り」を選んだのではないか、と述べました。 

 

（講義終了後の「雫石通りは 10 カ村。残り 4 カ村は対象外か」の質問に答えて） 
  

 上記 6 カ村以外の 4 ヵ村が除かれた理由について「橋場村が【橋場御番所】」、 

「長山村は藩公崇拝の【岩手山神社】」、「鶯宿村は【藩公の湯治場】」、そして 

「南畑村は【沢内街道の一里番】」といった重要施設等の維持のための賦役がす 

でに村民に課せられていたことから重複を避けたのではないか。」と回答しました。 
 

 

      Ƽ̸˲ ƽ ổǵⱲ♬ Ν ─ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 
 

  学田に指定された「雫石通り 6 カ村」の区域内に住む農民たちには「領百姓心得」が示 

され、順守するようにとの指令が藩から出されました。今回の講座では、このことについ 

ても採り上げることにしていましたが、あいにく時間切れとなってしまいました。 

  講師は――「百姓心得」の類は他にもあるが、これは、学田に指定されたことを機会に 

 ＜他村の手本となるように＞と雫石通の農民を鼓舞するために出されたものであろう。も 

ちろん、改めて百姓達の綱紀を引き締める狙いがあったのだと思う。――と語りました。 

     

 ǵ Ȗȑǲ› ₉ǶĚĚ 

 

作人館の学田については、慶応 3 年 12 月の日付で(雫石)西根村田畑家に伝存する「作 

人館御向高小高面附帳」という文書の記載をもとに雫石町出身の郷土史家田中喜多美氏が 

書いた内容の資料が雫石町史に掲載されている。しかし、それ以外の史料に乏しく、雫石 

町史以上の詳しいことはわからないのが現状である。今後の研究に待ちたいと思う。―― 

としめくくりました。               š ↔КὦḸף ȖȑŢ 

                   ◆ 

 š Ţ 

  ₈ з₉ 245 252 ⅛╠ ⇔╕⇔√⁹↔ ↄ∞↕™⁹      

  

三、藩校作人館と雫石通り 

   （一）作人館領 

   盛岡藩ただ一つの学校である作人館の運営費用は、雫石通りの年貢の中から三千石をさいて 

充当された。 

   盛岡日影門外小路に開設されていた藩の学問所明義堂を、慶応二年(1866)春、校舎二棟を増 

築して規模を拡大し、名称を作人館と改めた。この作人館は、文・武・医の三部制が設けられ 

た藩校である。 

   この翌年藩の勘定奉行として登用され、藩の財政整理にあたっていた奈良養斎が、作人館の 

助教照井小作と協力して、作人館の運営費として、雫石通りのうち上野、御明神、西根、安庭、 

雫石の六ヵ村から、三千石を学田と定め、運営費の確立を図るよう献策した。 
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奈良養斎は、通称を宮司（みやじ）といい、名は眞守、養斎は号である。青山金右エ門の三男 

として鹿角郡尾去沢に生まれ、奈良家を継いだ。若い頃、江戸に遊学して国学、漢学、医学を修め、

洋学をも学んだといわれており、思想、経済、学術ともに衆人に優れており、銅山吟味役として藩に

仕えた。その経世の才が認められ、嘉永元年(1848)には藩庁に引き上げられ、その後勘定奉行となっ

た。 

  嘉永六年(1853)藩の財政管理にあたり、百万両にも上る莫大な藩並びに家臣の借財を、十年・ 

 二十年・三十年・五十年等の年賦償還方式を定め、最高額は三百五十年として管理を行った。 

  この作人館は、戊辰戦争の勃発によって休校となり、明治三年（1970）正月二十一日再開と 

 なった。この間、明治維新の政変があるなどにより学田に関する資料は乏しいが、ただ一つ残る 

『慶応三年・卯十二月・作人館御向高小高面附帳 西根村』及び書簡（西根田畑儀兵エ 蔵） 

によってその一端を知ることができる。（下記） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  と、三百五十一名の小高が書き上げられている。これを実際の耕作者百四十六名にまとめれ 

ば＜表（14）…ここでは省略＞のように、最高が十四石七斗六升五合から最低一升までにわた 

っている。即ち西根村の場合は総生産の六三・四㌫が作人館の学田に指定されており、この高 

は西根村の御蔵入高五百二十七石一斗四升三合と御山守御免地高五石の計と一致するものであ 

る。したがって、給所地高を除き全部が学田ということになる。また、西根村の戸数は百二十 

三戸（慶応二年（1866）検地の時）であるから、実際の耕作者数百四十六名は、隣村である 

上野村、長山村の中で西根村に耕地を持つ人の分もこの中に含まれているということである。 

  このように作人館に向けられる学田が、西根村の外に上野村、御明神村、西安庭村、繋村、 

雫石村に三千石が指定されており、六ヵ村の御蔵入高、御山守御免地高の合計三千八百二十石 

二斗一升一合の七十八・五㌫にあたる。 

  つまり、西根村を除く他の五カ村の御蔵入高及び御山守御免地高の七十五・一㌫にあたる二 

千四百六十七石八斗五升七合が作人館の学田に指定されていた。 

五カ村の割合については不明であるが、御明神村から作人館に向けられた年貢高は、二百八 

十一駄二斗四升七合(二百八石一斗八升七合)で肝入は長右エ門(木村)とあることから、御蔵入高 

と御山守御免地高全部ではなかったようである。また、肝入も村肝入とは別人を設けていたも 

のである。繋村も作人館に向けられる高の取り扱いに村肝入とは別に孫十郎が肝入となってい 

ることから、同じことがいえるであろう。 

  これを雫石通り全体からみれば、御蔵入高と御山守御免地高の計五千六百八十六石の 52.8 ㌫ 

が作人館に向けられる学田ということになり、雫石通りからの御蔵入高は長山村と南畑村及び 
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鶯宿村分の千七百八十九石余と、五カ村分の残り八百二十石余二千六百九石余となる。 

  したがって、『内史略』に記述されている“……六村三千石を以って学田となし……”とは、 

雫石通り十ヵ村のうち御明神村・上野村・西根村・安庭村(明治になって西安庭村と称す。) 

繋村・雫石村の御蔵入高と御山守御免地高の七十八・五㌫にあたる高三千石より納入される年 

貢が作人館の運営費に向けられていた。 

   

（二）領百姓達の心得 

  作人館領の百姓達に特に作人館設置の意義を教え、他の模範となる生活をするよう指示して 

いる。その内容は、およそ次のとおりである。 

  ○作人館領の百姓は、特に他の模範となるよう、百姓に精を出すこと。 

  ○病人等が出て耕作に支障がある時は、肝入・老名に申し出て、相互に助け合うこと。 

  ○博奕（ばくち）はしないこと。 

  ○寄合酒は無用である。 

  ○百姓の小商い兼業は認めない。百姓に専念すること。 

  ○田畑の売買・贈与はしないこと。 

  ○親孝行は何にも勝るよいことである。 

  ○会合などには、酒は用いず茶漬で済ますこと。 

  ○冠婚葬祭は倹約を旨として質素の行うこと。 

  ○悪事の元は、嘘、偽りから始まる。正直を子どもたちにも教え、作人館領の百姓は、格別 

   立派だといわれるように心がけること。 

  ○公事や論争となることは、詳細に書面で提出すること。 

  ○若し今後問題がおきたなら、肝入・老名で公平に取り扱い、和談すること。 

  ○村内諸経費の割り付けは、作人館の許可を得て行うこと。 

                                    以上。 

 

  

 

     

   

       37˲ їₐ 5000₴Ѽ ד  
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 26₴↓ 2ᶥ ֲ ↔ 3 15 ( )ӫ♥ 1 ӭ ʴẔЏ 

 2 Ẏ̝ Ὑ σ  

  ₉ ᴣ̝ ̝ ⃰ 

  

  ̝ᴣ 20˲ ד 37˲ їₐ  

ѩ ᾽ ᶽᶅ їᶽᴜ  

5000₴ Ѽ ˲  

ד  
 

 

 講師の柴田慈幸氏(写真左)は、1972 年生。北上市出身、東北大学教育 

学部を卒業後、岩手県埋蔵文化財センター勤務などを経て、雫石町教育 

委員会に奉職したのが平成 11 年 4 月。ちょうど「小日谷地ⅠＢ遺跡」 

の発掘調査が始まった時です。まさに雫石町最大級の縄文遺跡の発掘調 

査のためにこの町に来たともいえるような不思議な縁を感じます。 

 現在はご家族 4 人で雫石町寺の下「星の駅タウン」にお住まいです。 
                   ◆ 

   以下、講話のあらましを、当日配布の資料内容を交えながらご紹介します、 
                   ◆ 

遺跡の場所は雫石町中央浄水場（旧雫石町水道事業所）の隣接地 

「小日谷地ⅠＢ遺跡」は、雫石町（旧 2 地割）小日谷地地内の雫石町中央浄水 

場に隣接した場所にあります。西側には「葛根田橋」が架かっており、旧国道 

46 号をはさんで北側に高前田一里塚があります。参考までに「小日谷地ⅠＡ遺 

跡」は、その旧国道の北側にあります。（現在は一般の住宅地になっています。） 

 この「ⅠＢ遺跡」の場所は、葛根田川と雫石川（竜川）の合流点より少し葛根田川沿いの 

 上流に位置し高さ 10ｍほどの河岸段丘上にあり、面積はおよそ 20,000 ㎡あります。 

                   ◆ 

この遺跡の周辺は、昔から「土器の出る場所」として知られていました。発 

掘調査の重点エリアはかつて「田口医院」が建っていたところで、中央浄水  

場建設と関連して町が買収した土地です。 

発掘初年度の平成 11 年に、旧国道に架かる「葛根田橋」架け替え工事に伴 

い町が買収した土地 570 ㎡を発掘しました。以降、＜平成 14～16・18 年度＞ ＜平成 21 

年度＞ ＜平成 24～16 年度＞ の三次にわたって調査を行いました。 

 

           （１）遺跡の主な年代 

               縄文時代前期～中期（早期と後期？も含む） 

              β ⅛╠ …のデータが出ている。 
 

   （２）主な遺構 

ה         ……５０棟、 ה ≥↓℮ …… 約２５０基 

ה        ─  …… 約 2,000 基 
 

   （３）主な遺物 

ה         （早期、前期、中期、後期） 

             …… 約 200 箱分（40ℓ収納コンテナ） 

ה           …… 6,300 点余り 
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   ǵǍǨ ˗    
    

) ̮ᾱ  

     ・最も多くの住居が建っていた時期（ムラの最盛期） 
 

4,800ה         ─  

    β ─ ⅛╠₈ (┤∑⅜╘)₉⅜ ה   
    

̚  
 

 

 

 

 

 

 

 

   )ᶽḀ 

     ・主な土坑の種類と考えられる目的 

① 貯蔵穴（食糧などの保存…土器づくりに必要な粘土の確保？） 

② 落とし穴（けものを捕えるため） ③墓坑 

   β ⅛╠⁸ ↑╛ ↑≡™⌂™ ⅜ ≤⇔≡│ ⁸  

 

   ) ᶽᶅ 

ה      ⌐ ╩ ⅎ√  

       Ợ ∞™⅞  …東北南部を中心とする土器文化 

          ※渦巻模様が特徴的 
 

       Ợ        …東北北部を中心とする土器文化 

          ※細長い筒状の形状が特徴的 
 

     Ħ ̂ Ƕʰ ӓǵ ǲ̬   Ģ Ǳ  

 

   ) ᶅ 

      ・見つかっている主な石器の種類と点数（＜＞内の数字） 

       石簇（矢じり）・石槍 類 ＜715＞  石匙(携帯ナイフ) ＜191＞ 

       不定形の石器＜2,410＞  石斧 ＜114＞ 石錐(おもり) ＜304＞ 

       磨石(すりいし)・敲石(たたきいし) ＜1,481＞ 石皿・砥石類 ＜526＞ 

     β∕─ ™╤™╤ ╦∑≡ 6,300 ╡ 

 

   ) ǠȀǔǤǵ̀ǵ  

      石製品……翡翠（ひすい）製と推測される装飾品の未成品 

     β ה ≤─ ΝΝ ─ ⅜ ↕╣╢ 

 

 

 底に穴をあけた土器を逆さまにして、竪穴住居

の床下に埋めたもの。用途は諸説あるが確定して

いない。 

 縄文時代中期の後半に、一時的に流行した。 

盛岡市繋遺跡出土のものが国指定重要文化財。 

その他、ほとんどの類例が盛岡市内に集中し

ている。 

同時期に 10 棟は大 

きい方の集落とい
える、とのこと。 
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                       この日は、町教委の特別の 

                      計らいで、小日谷地ⅠB 遺跡 

                      から出土した土器や石器類の 

一部、 約 20 点余が講座会場 

に展示されました。 

講義終了後、出席者は柴田 

講師から出土品の特徴等の説 

明を聴きながら、縄文人の工 

                      夫や見事な造形美に感じ入っ 

                      ていました。 

                       同遺跡からの出土品は町歴  

 史民俗資料館【電話 692－3942】に常時展示されています。 

  ȆǱǜȚȉǰǍǥǑ ǴǲǱǪǭȆǭǖǧǜǋƳ 

 

 

 

   šѼɘɶȶǒȐǵ ǔŢ 

   ǵǍǨƲ ἶѝ ǲǑǘȒ ˗    

 

 ↓╣╕≢ ⇔√  
 

Ƥ ᾑר ₴̈ ὑ…… 遺構・遺物の絶対年代がわかる。 

       合計２６点について実施 【県内遺跡でも最多級】 

      ὕ  

       Ｃ14 年代で 4840～4100ｙrBP という結果 

        ✿暦年でおよそ 5600～4600 年前 

     Ħ Ǔ 1,000 ₴ ǋǦǚǯșὕ₴̈Ǯ ǞǦ 

 

Ợ   …… 石の流通ルートがわかる。 

       合計 95 点について実施。 【これも県内最多級か？】 

      ＜実施結果＞ 

       雫石を含む北上川エリア産が主体（およそ 4 分の３）   Ơʣ‼ɵ ǵ 

       その他、男鹿(秋田)、月山(山形)、置戸(北海道)産      装飾品未成品 

         Ħⅎ ᶪǒȐ Ǔ ЊǞǭǋȒǚǯǓȖǒǪǦ 

 

ᶽᶅ ᶽ֗Ǻ ѝ  …土器の焼け具合と粘土の精製方法。 

＜実施結果＞ 

胎土に雫石・葛根田両河川の上流の砂を確認 

     Ħȏȑʣ Ḣș ᶪǲǞǦ֯ Ǔר ʣǞǦ 
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    ɵ        

     

  柴田講師は、「小日谷地ⅠB 遺跡発掘調査」成果報告のまとめとして、これまでの 15 

年間の発掘調査から見えてくる同遺跡の状況を次のように総括しました。 

 

  ₴̊ʣ  

      ᾑר ₴̈ ὑǮƲӧ₴ȉǵ ֲǓǉȒ ǧǪǦǚǯǓѨ  
 

   ὰ ѫ ˲ Ḑ  

      ′ֻ ᷂ ǖǵ Ὶ ʭʣǵ̬ Ʋ ͪἭǵƼ ƽẉ ǉȑ  
 

   ˲ ˘ ӓᶷ ṑ ӓ  

      Ӕǵӳ ᶷǯӔ ᶷǵṑ ḢǲǉȑƲ ǵ˧ ȉ ȐȓǦ  
 

   ṑ Ẏ Ẁӓ  

      ẎǔǱẀӓǯǶ  ǤȓǶǋȅǧ Ʋ ΒẀҲǒ  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     Ш  

                                      24₴↓ 

                                     ζ Ӣ 

                                     （町教委提供） 

 

 
    
 
 

   

̝ḹǮǵ ᵂǲ Ǐǭ…Ｑ・貝塚はあったのか？ Ａ・調査区域からは出なかっ 

た。Ｑ・墓坑に人骨は？ Ａ・火山灰土は酸性のため人骨は溶けてしまう。「墓 

坑」も推定。 Ｑ・自然環境の大きな変化とは？ Ａ・急激な気候変動の可能性 

もあるかもしれない。謎の一つ。 ɵ ḹǶ ȐȓȒǒ  Ａ・作業中 

であれば可能だが、それ以外は現場管理上遠慮願っている。 Ｑ・発掘調査完了 

後、現地はどうなる？ 保存して学術面や観光面での活用はできないか Ａ・決 

まっているわけではないが、これまでの例では「埋め戻し」の可能性が高い。 
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ᾛ ᷂īB ― ― ₴↓Ƕ ʚǵ ș Ǎ˔ὑƳ ˓♥Ʋǚȓ            

ȅǮǵЋ ș ƳŃ ǵǦȈǵ ᶫ ș ̸ǞѠ ˔ὑƳ 

 

    ֲīǒȐǵ ͑ （地名編３）          
 

       

          

雫石町史（Ⅰ）からの情報提供として、会報第 32号で「西山村の行政区割について」 

続く会報 33号では「雫石村の行政区割について」を紹介しました。 

 │⁸ ⌐≈™≡≢∆⁹ 

↕╪─ ⌐│⁸Γ Δ─ ╩ ⅛╠─ ≤ ∫≡™╢ ⅜ ™─≢│⌂ 

™≢⇔╞℮⅛⁹ ↓↓│⁸∕─ ⁸↕╢ ⌂ ⅜ ╪≢™√↓≤⅛╠₈ ₉≤™℮ 

⅜ ™√Ν ≤™℮ ─▬ⱷ⁹╪∑╕╣⇔╙⅛─╢№⅜☺כ 

⇔⅛⇔ │⁸∕℮≢│№╡╕∑╪⁹ │₈ ₉─ │ 22 ⌐ √⌐≢⅝√ 

  √╙─⌂─≢∆⁹∕─№√╡─ ╩₈ з₉╒⅛─ ≢ ≡╖╕⇔╞℮⁹ 

                    ✿ 

ֲ「第５編明治以降の雫石 第一章 近代雫石四ヵ村の行政・第 2 節明治中期以降の行政組織」 

    より（737p）…  ɵ⁸ Ѱǵὕ   

   （明治）政府は、明治 21年に公布された大日本帝国憲法に基づいて、地方政治に自 

治体方式をとることとし、府県法、市町村法を改正して、住民の選出によって構成され 

た議会に条例制定権や予算決算の議決権をもたせ、大幅な自治活動を認めることとした。 

翌 22年 4 月 1 日より、改正された法によって運営されることになったが、従来の村単 

位では規模が小さく、自治活動には能力が及ばず、一村 300戸以上を基準として合併を 

奨励することとなった。こうして、町の大きなところを「市」、商人民家など多く集まっ 

て小市街をなしているところは「町」( ちょう) 、その他を村と称するようになった。 
 
（一）市町村制実施以前の合併 

   県は、市町村制の実施に先立って、同年 3 月 16日、従前の村を合併分離することを 

  発表し、県内 642ヵ村を 164カ村に編成替えを行った。 

   雫石十ヵ村は、この合併分離によって、雫石村、西山村、御明神村、御所村の四ヵ村 

  に編成替えとなったもので、雫石村は従前の区域のまま存続し、西根村と長山村が合併 

  し、村名は両村名から一字ずつ組み合わせて西山村と称し、上野村、橋場村、御明神村 

  の三ヵ村が合併して、その中で由緒ある地名の御明神を新しい村名に定め、安庭村( 西 

  安庭村とも) 、南畑村、鶯宿村、繋村の四ヵ村が一つになって、新しい村名を村内の旧 

  蹟である「御所の渡し」から採って、御所村と称することとなった。 （以下略） 
 

  町教育委員会刊 ＜心のふるさと( 第 10集）雫石盆地の地名＞より 

   （13ｐ）…第二節 近代の村  二 御所村 

   （前略）繋村、安庭村、南畑村、鶯宿村の合併に際し、諸議があったが繋村御所の徳 

  田七郎兵衛の発議により、御所の伝説と四ヵ村合所の意も含めて「御所村」と決定され 

た。これにより、それまでの「御所集落」は、「元御所」に改められた。 

 

 

  

 

ǉǯǓǔ ἳ ̝Ḹ34ֵ ̲ ̝ ̂ ֻ  

  ˹ֵ 2 3 ֲ ↔ ї ἶ ֲ ר ὕ  

  ˲ ד ʞᾁ  

 明治時代の新村名の決め方、それぞれですね。安庭村ほか三ヵ村の新村名選択は“雅”で

す。「御所の渡し（川船）」は、天保時代の「雫石通り五絶の賦」にも入る景勝の地。現在は 

ダム湖に沈みましたが、由緒ある“御所”の地名を大切にした人々の心が偲ばれます。 

 


